
情報発信、意見交換会等の現状
（「２０１９度食品安全委員会運営計画の実施状況の中間報告について」
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運営計画 第1(２)関係 ＜重点事項＞

重点連携強化

〇食品の安全性の確保についての基本的な考え方、リスクアナリシス
・デルファイ法を用いた調査により、一般消費者に必ずしも浸透していなく、また、専門家に重要であるとされたもの

〇食中毒
・食中毒発生件数で上位を占め、減っていないことから、最新の知見をまとめ、リスクプロファイルを更新したもの

「食品健康影響評価のためのリスクプロファイル～鶏肉等におけるCampylobacter jejuni/coli～」(2018年5月）
「食品健康影響評価のためのリスクプロファイル～ノロウイルス～」（2018年11月）

〇栄養教諭、家庭科教諭等の学校教育関係者

・学校教育は、成長過程の初期段階でその後の学習や職業・社会生活の基盤を形成する知識を習得する機会と
なる。
・一般消費者への波及効果を期待。

〇食品関係事業者

・食品を供給する立場にあり、食品安全において重要な位置づけを占めている。

重点テーマ

◆ リスクコミュニケーションの戦略的な実施
「食品の安全に関するリスクコミュニケーションのあり方について」（平成27年5月）を踏

まえ、戦略的にリスクコミュニケーションを実施する。
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内容

食品安全の考え方、
食品安全は量の問題、
食中毒全般
（原則月１回発信）

○Facebookの記事数・閲覧者数・いいね数の推移

27年度 28年度 29年度 30年度 元年９月末

記事数 113 151 190 208 87 

閲覧者数 411,810 490,246 647,093 472,239 223,125 

いいね数 2,976 3,694 4,323 4,773 5,019 

２ 様々な手段を通じた情報の発信
○ 様々な手段を通じた情報の発信については、①年誌を含めた広報誌等の紙媒体、②ホームページ、Facebook、メール
マガジン、ブログ及びYouTubeを通じたネット媒体、③意見交換会等を通じた直接対話により実施。特にFacebookにつ
いては、機動的な対応も含めた各種記事の配信に傾注

○Facebookの記事の事例
＜機動的対応＞

＜科学的知識の普及＞

投稿日 投稿記事 閲覧者数 いいね数 シェア数

7/10 家庭や学校で栽培したジャガイモ
の食中毒に注意 6,537 428 62

6/7
いわゆる「健康食品」19のメッ
セージ｢天然｣｢自然｣｢ナチュラル｣
を信じすぎていませんか

7,835 477 72

8/20 鶏肉等が原因のカンピロバクター
食中毒に注意 5,206 341 51

○メールマガジン登録者数

○キッズボックス

27年度末 28年度末 29年度末 ３０年度末 元年9月末
weekly版
＋読み物版 9,593 9,377 9,211 9,217 9,085 

読み物版 536 673 746 838 847 

２

○学会ブース等掲示用のポスター

内容

「食品安全委員会の業務」「食品安全に関する国際的合意」
「リスク評価の基本ステップ」「リスク評価の実例」＜P10参照＞

※ キッズボックス総集編（H31.3改訂）
について、約５千部配布。

○年誌「食品安全」
発行月 内容

R元.11
（予定）

委員長及び各委員紹介、食品健康影響評価、リスクプロ
ファイル、ファクトシート、主な出来事

○トップページのレイアウト変更
発行月 内容

R元.９ 掲載情報をより見やすく、必要な情報にたどり着きやすく
するため、レイアウトを変更 ＜P3参照＞
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（参考１） トップページのレイアウト変更
【変更前】 【変更後】

３



（参考２） ファクトシートの更新

○ 食品安全委員会では、主に「自ら評価」の案件候補を選定する過程で、評価案件に至らなかったもののうち、現
状の科学的知見を整理して情報発信すべきとされたものについて、ファクトシートを作成し、これを公表

○ 既存のファクトシートについて、最新の科学的知見を整理し、計画的に更新作業を進めているところ。今年度は、
鹿慢性消耗性疾患（ＣＷＤ)及びパーフルオロ化合物のファクトシートを更新

【主なファクトシート】
・鹿慢性消耗性疾患（ＣＷＤ）（4月8日）
・パーフルオロ化合物（9月3日）
・アニサキス症
・ボツリヌス症
・A型肝炎
・食品中のカフェイン
・カンピロバクター
・麻痺性貝毒
・ジビエを介した人獣共通感染症
・ラップフィルムから溶出する物質
・ヒスタミン
ほか

※ 赤字が追加又は修正したもの
４



○ 食品関係事業者や研究者を対象に、「精講：食品健康影響評価のためのリスクプロファイル」を、
鹿児島、福岡（カンピロバクター）、及び大阪、東京（ノロウイルス）（予定）で開催

３ 「食品の安全」に関する科学的な知識の普及啓発(1)

○「精講」
開催日 開催地 内容 主な参加者

6/27
6/28

鹿児島県
福岡県

（参加者 計108名）

食品健康影響評価のためのリスクプロファイル
～鶏肉等におけるカンピロバクター・

ジェジュニ/コリについて～
（講師：山本委員）

地方行政関係者（保健所等）、食鳥処理・加工事業者、
動物用医薬品・食品添加物、殺菌剤等事業者

10/31

11/1

12/16

大阪府
（参加者 67名）

東京都
（参加者 73名）

東京都
（追加開催）

食品健康影響評価のためのリスクプロファイル
～ノロウイルス～（講師：山本委員）

５

★情報提供への感想
・生産から消費段階までの問題点や対策など
詳しく知ることができ良かった

・行政として衛生基準に基づいた管理と指導の
責任の大きさを再認識した

・普段は知り得ない高度な情報を知ることが
できてよかった

・鶏肉を生で食べることの危険性を改めて
感じた

・大変勉強になった／また参加したい
／これからも講座開催に期待している



地方自治体と連携して、
○ 学校教育関係者（重点対象）を対象に、講演とグループワークを主体とした意見交換会を開催（共催）
○ 一般消費者を対象に、自治体が希望する情報を提供（講師派遣）

３ 「食品の安全」に関する科学的な知識の普及啓発(2)

６

○学校教育関係者等との意見交換会（地方公共団体と共催）

○講演（講師派遣）

開催日 派遣先 内容 対象者

8/5 岡崎市 食中毒について 一般消費者
10/9 いわき市 健康食品について 一般消費者

※地方公共団体への派遣のみ記載

• みんなで、食中
毒予防を呼びか
ける給食だより
の記事内容やレ
イアウトを検討

• 給食だより
を作成。

• 今後の情報
発信の手法
の取得。

食品安全委員会は、食品安全に関する科学的知識の普及
に役立つ話題を提供。

グループワークの様子（和歌山県の例）
開催日 共催先 内容 主な対象者

7/25 宮崎市 食中毒、食品安全の基本的な考え方 食品衛生指導員

8/6 松山市 食中毒、食品安全の基本的な考え方 学校教育関係者

8/19 那覇市 食品添加物、食品安全の基本的な考え方 食品事業者

8/22 大阪府 食中毒、食品安全の基本的な考え方 学校教育関係者

8/23 和歌山県 食中毒、食品安全の基本的な考え方 学校教育関係者

8/29 名古屋市 カフェイン、食品安全の基本的な考え方 栄養系学部の学生

9/13 山口県 食品添加物、食品安全の基本的な考え方 消費者団体

参加者 計206名



○ 関係府省庁と連携し、消費者、児童を対象に意見交換会等を実施

４ 「食品の安全」に関する科学的な知識の普及啓発及び関係機関・団体との連携体制の構築

７

○関係省庁と連携した意見交換会

開催日 開催場所 内容 対象者

8/8 東京都

こども霞が関見学デー「食品と生活の安全について学ぼう！」

児童
7/25 京都府

夏休み2019宿題・自由研究大作戦！
「知ろう！考えよう！親子で学ぶ、食品中の放射性物質」

8/1 東京都

8/10 宮城県

10/21 宮城県

食品に関するリスクコミュニケーション「これまでを知り、これからを考える～食品中の放射性物質～」
※11/8（福岡）、11/22（京都）、11/27（東京）でも同内容で開催予定。 一般消費者

ノロウイルスの感染拡大を体感しその予防対策につい
て楽しく学ぶカードゲーム。

食品中の放射性物質について、有識者による科学実験
などを交えながら、分かりやすく情報提供。



○ 消費者団体を対象に、食品の安全に関する社会的関心が高いテーマについて、基礎的な科学的情報を提供
○ 関係団体との連携を強化。例えば、（一財）食品産業センターとは、情報共有・意見交換会を実施

５ 関係機関・団体との連携体制の構築

８

○食品産業センターと連携した、情報・意見交換会の開催
開催日 概要

6/13
●食品産業センターが主催する食品関係事業者との意見交換
食品の安全に不安を感じた消費者からの問合せへの対応について、流通事業者を交えて意見交換

7/25
●食品加工・流通事業者への情報提供
・ 食品安全の基本的考え方、食品添加物の安全性に関する科学的根拠に基づく情報の提供
・ 食品添加物の安全性に関する適切な情報発信について意見交換

○消費者団体との意見交換会 開催実績

開催日 テーマ

9/2

「食品用器具及び容器包装に関するリスク評価について」
食品用の器具、容器包装の管理がポジティブリスト化されることを受け、食品安全委員会の評
価指針の基礎を解説した

今後も随時、意見交換会と情報提供を実施

★意見交換会への感想
・重要で興味深いテーマだった
・専門的で難しかった
・器具、容器、包装はどんどん進化していくので、適切
な評価をお願いする

・加熱による容器包装（ラップなど）からの溶出に
ついて関心があり、しっかり評価していただきたい

・今回の解説や資料を、自団体の会員への説明の参考に
したい



○ 食品安全委員会の委員による講演やポスター発表とブース展示内容を連動させて、学術関係者に食品安全に関する
科学的情報を提供。

○ 食品安全委員会の活動について紹介するポスターは今年９月に全面リニューアル版を作成（P10参照）

６ 学術団体との連携

９

○令和元年度 学会へのブース展示等状況

学会名 委員等の講演 展示状況

ifia/HFE JAPAN
（5/22～24）

川西委員
講演「食品のリスク評価とその
国際整合性」

日本毒性学会
学術年会

（6/26～28）

吉田緑委員
講演「リスクアナリシスに基づ
いた食品あるいは水中の化学物
質のリスク評価」

日本調理科学会大会
（8/26,27）

吉田充委員
講演「食品安全委員会の評価に
ついてーアクリルアミドを例
にー」

日本食品衛生学会学術
講演会

（10/3,4）

事務局職員
講演「食品用器具及び容器包装
に関する食品健康影響評価指針
について」

★ブース来場者のコメント
・・仕事で日頃から委員会の評価書を見
ている。委員会の業務に関心がある。

・食品安全に関して、国の機関がどの
ようなことを行っているか関心があ
る。

・食品安全モニターをやっているので、
どんな形で委員会に貢献しているか
気になった。

・大学で食品安全に関する研究をして
いる。論文作成に委員会の情報を活
用している。

・食品用器具及び容器包装に関する食品健康
影響評価指針

・「食品安全委員会」「食品安全」特集号
（キッズボックス総集編）等の冊子

・清涼飲料水中の六価クロムのリスク評価書
・食品安全委員会の役割やリスク評価の例（アクリル
アミド、六価クロム）のポスター

・加熱時に生じるアクリルアミドに関
する評価書

・食品安全委員会の役割やリスク評価
の例（アクリルアミド、六価クロ
ム）のポスター、キッズボックス総
集編等の冊子

・食品用器具及び容器包装に関する食品
健康影響評価指針

・Food Safety Journal、食品安全委員
会の役割やリスク評価のポスター
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（参考３） 学会ブース等掲示用のポスターの改訂
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